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住宅用太陽光発電システムを設置される方へ

環境だより
４月から補助金申請の受け付け開始

　快適な暮らしと美しい環境をつくる生活排水対策
として、浄化槽設置整備事業補助金制度があります。
建築基準法による新築への設置、リフォームなど既
存の家屋への設置ができます。
　なお、申請書を提出しても、交付決定を受ける前
に浄化槽の設置工事を始められた場合は、補助金を
受けることができませんので、ご注意ください。
■補助対象者／交付決定後に浄化槽設置工事を開始
し、平成26年２月20日㈭までに設置工事が確実に
完了でき、市税の滞納などがない方

人槽区分
補　助　金　限　度　額

建築基準法による設置
のうち新築の場合

左欄以外で既存住宅に
浄化槽を設置する場合

　　５人槽 255,000円 315,000円
６～７人槽 300,000円 360,000円
８～10人槽 387,000円 447,000円

※申込先・お問い合わせは、環境課（☎８８０－６５５７）まで

浄化槽を設置される方へ

■補助金額

　地球温暖化防止対策の一環として、太陽光発電が
一般住宅へ普及するために、その費用の一部を今年
も引き続き補助します。
■補助対象者／次のすべての要件を満たす方
①４月１日以降に設置業者との契約をされる方
②自らが居住している市内の住宅（併用住宅を含
む）、または市内に居住を予定し、新築住宅など
に太陽光発電システムを設置される方
③電力会社と電灯契約ならびに太陽光発電設備との
系統連系および余剰電力受給に関する契約を締結
される方

④市税を滞納していない方
⑤交付決定の日から起算して、次のいずれかの早い
日までに設置できる方

▼既存住宅は３カ月以内
▼新築住宅は６カ月以内

▼平成26年２月20日㈭
⑥設備の最大出力は10kw未満であること
■補助対象件数／予算の範囲内（75件程度）
■備考／既設しているものや交付決定前に設置工事
を始められた場合は、補助対象となりません。

契約先 １kw当たりの補助金額 補助金限度額
市内業者 55,000円 220,000円
市外業者 30,000円 120,000円

■補助金額（１件当たり）

＊市内業者とは、市内に本店を有する施工業者

■補助対象地域／下水道事業計画区域および農業集
落排水事業区域以外の市内全域
■受付期間／４月１日から開始。通常、毎月末で締
め切り、翌月中旬に交付決定します。
＊ 4月受け付け分については、交付決定が５月中旬
より遅くなる場合があります。
＊補助金は予算の範囲内で交付します。
■備考／既に浄化槽設置工事を行った建物および店
舗など営業用の建物は補助対象外です。

生ごみ処理器具を購入される方へ
■補助対象処理器具

▼好気性／地上設置型。土中の微生物を利用して生
ごみを発酵分解、堆肥化するもの。

▼嫌気性／発酵促進剤を使用して生ごみを発酵分解、
堆肥化するもの。

▼電気式／電気を使い乾燥させることにより生ごみ
を減量化するもの。
■補助対象者／南国市内に住所を有する方
■補助対象基数／１世帯当たり１基

■補助金額／購入金額の２分の１。100円未満の端
数は切り捨て。

■申請に必要な物／購入時の領収証（インターネッ
トで購入した場合は納品書など）、保証書（電気
式のみ）、通帳など振込口座のわかるもの、印鑑

種　類 補助上限額
好気性 1,800円
嫌気性 800円
電気式 18,000円

　PM2.5とは、大気汚染物質の一つです。微小粒子
のため、肺の奥まで入り込んで気管支炎やぜんそく
を引き起こしやすいほか、肺がんのリスク上昇や循
環器系の病気への影響などについて関係があるとも
いわれています。
　今年２月27日に、環境省の専門家会合がPM2.5に
ついての暫定指針をまとめました。
指針
　１日平均１立方メートル当たり70マイクログラム
（マイクログラムは100万分の１グラム）を越えた場
合に、
①外出や屋内の換気を控える
②心臓や肺に持病のある人や、高齢者、子どもなど
影響を受けやすいと考えられる人には、体調に応
じてより慎重に行動する
などの注意を促しています。
＊詳しい情報は▲

環境省ＨＰ／微小粒子状物質（PM2.5）に関する
情報▲

高知県環境対策課ＨＰ／微小粒子状物質（PM
　2.5）測定結果（速報値）

　高知県には高知市介良といの町に測定局があり、
須崎市にも導入する予定です。これらの測定局での
結果は、全国の測定値と共に環境省や高知県のホー
ムページで確認することができます。
　大気汚染物質については、テレビや新聞などの
ニュースをよく理解し、個人個人が体調の変化に注
意する必要があります。
南国市の対策
　当面、高知県が発表する朝５時から７時の平均濃
度が85マイクログラムを超えた場合、市内の小・中
学校、幼稚園、保育所（園）に注意喚起を行います。

大気汚染物質（PM2.5）について

　可燃ごみの量は平成12年度をピークに年々減少
していましたが、最近ではまた増加傾向にあります。
ごみの減量は市民の皆さんの「ごみは分別する」「不
必要なものは買わない」などの行動にかかっていま
す。南国市はレジ袋削減運動を推進しています。買
い物にはマイバッグを持参し、レジ袋を断ることも
ごみ減量化の第一歩です。

　また、容器包装プラスチックは、ほんの一手間か
けていただくだけで、再商品化しやすくなります。
ヒントの言葉はたったの４つ。
①トレーは「サッと」洗って
②歯磨きやわさびなどのチューブは、「ギュッと」
しぼって
③シャンプーなどのボトルは、使い終わったときに
「シャカシャカ」洗い
④スナック菓子の空き袋はごみ箱の上で「パパッと」

ごみの分別と減量化をお願いします

可燃ごみの減量
化のコツは、生
ごみの水切りと
分別です! !


